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前向きに検討を行った。初回術後 3 か月以内の早期再発を 372 例(40.2%)に認めたが、そのうち 140例
(37.6%)は遠隔期再発を認めなかった。遠隔期再発は 326名認め、2回目のアブレーションは 250例(男
性 186例、63±11歳)に施行した。 
2回目の術後 3か月以内に 53例(21.2%)に早期再発を認めた。遠隔期再発は、平均 654±537日のフォロ
ーアップ期間中、54例(21.6%)に認めた。早期再発は遠隔期再発の独立した予測因子(HR, 8.01; 95% CI 
4.03-15.93, P < 0.0001)であったが早期再発した 53例中 20例(37.7%)において遠隔期再発はなかった。
その他左室駆出率(HR 0.98, 0.98; 95% CI 0.95-0.99, P = 0.02), BNP (HR 1.18; 95% CI 1.02-1.36 [per 
100 pg/mL], p = 0.04)が遠隔期再発の独立した予測因子であった。早期再発を認めた 53例のうち、経
胸壁超音波上の左室拡張能の指標である E/E’が唯一の遠隔期再発の予測因子(HR 1.16; 95% CI 
1.00-1.33, P = 0.04)であった。 








本論文は、2 回目の AF アブレーションの術後再発の解釈に関して重要な結果を提示し、今後の臨床
診療に大きく寄与する可能性のある研究である。よって学位論文として価値あるものと認定した。 
